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農協財務のおしらせ (60年９月末）

９
月
末
財
務
の
状
況
を
次
の
表
で
お

知
ら
せ
を
し
ま
す
。

貸
付
金
は
総
額
で
一
一
一
億
六
千
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
内
容
は
農
地
取
得
資
金

の
受
託
資
金
が
増
加
し
、
プ
ロ
パ
ー
的

貸
付
金
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中

で
ク
ミ
カ
ン
の
貸
残
が
一
億
一
下
万
円

罹
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
資
材

代
の
一
部
控
除
を
下
期
に
ず
ら
し
た
塩

が
原
因
で
こ
れ
を
除
け
ば
若
干
下
廻

る
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

貯
金
は
二
億
八
百
万
円
増
加
し
ま
し

た
か
、
三
ヵ
年
特
別
述
勤
の
最
終
年
と

し
て
今
年
十
二
月
末
日
の
目
標
残
高
五

十
五
億
六
千
万
円
達
成
に
向
け
て
更
に

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

販
売
取
扱
高
は
育
成
牛
の
取
扱
い
が

増
え
た
こ
と
、
牛
乳
の
伸
び
が
順
調
な

こ
と
等
を
含
め
て
四
億
六
千
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

鵬
買
取
扱
高
は
約
一
億
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
ｂ
内
容
は
一
部
生
産
資

材
の
売
上
げ
を
下
期
に
ず
ら
し
た
こ

と
、
ま
た
生
産
資
材
全
般
の
価
格
か
ド

っ
た
こ
と
等
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
生
活
店
舗
の
取
扱
い
は
円

千
六
百
万
円
樺
上
廻
っ
て
お

り
ま
す
。

比較貸借対 鰭 昭和60年９月30日現在矼頷に

遊科目今月末実績(A）前年同月末実績旧増減（Ａ－Ｂ）対比率
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傭 考鋤
je忠ら

鑿|0坪fと蓬ii雲ii1脚
12,705,80］ 

3釘35419380］

金
融
事
業
資
産

57万９０

帯|sｏ3,628,065,267 

5068,789,22Ｅ 31,551029 

-115801578 ｜｜ 

帯|繧熱５８’'@［轡 》畔0-0 

。
。

100.4 5.255 

95.2 

経
済
事
業
資
産

71足

94.5 
4日－

43,853.075 

1.071,142.598 

66m 

９２Ｆ 

〆￣rＥ５８５９６Ｃ
産 そ|間 億醜

６－１ DC の定

:賞
固定賛産
繰延寶産

92.7 
５‐ 

8６７ 

1０７２ 
産産 ４‐ 

9２４ 
Ｉ辰、

99-日合
ｼ－年FiFl５９６０

億販売取扱の状況

金
融
事
業
負
債

DＣ 
4０－ 

FlB-7 

iii〆）
1００６ 

負
0.0 

１０３］ 

95-6 
借

iＯＯ－４ 

7Ａ９ 

経
済
事
業
負
債

一年５８５９、68.2 

購買取扱の状況BBB 

億878.［ 

絆1箪一聖iＡ
資 7Ｂ５ 

2,000 1０２６ 
そ盾

mHU 已
資

の
他
負

１９． 本

1Ｒ‐ １０RＢ 
碕本

１０６m 

－年５８５９６［合

勘定科・ロ 今ﾉｪ末実績A） 前年同jJ末実績lＢ 増減（Ａ｝.Ｂ） 対比率 鵬 考

資産

負債・資本

金融事業資産
現金

預金

有、Ｔ証券

短期貸付金

長期貸付金

受託支払資金

組合員勘定

偶発債務見返

金融雑費産

小

経済事業資産
経済事業債権

その他班業債潅

棚卸資産

特別会計借勘定

ﾉl、言：.■5 

麺堤喚夢
雑資産

騒過資産

本支所勘定

固定賢産

繰延資産

産産 外部出資

/1N計

合計一

金融事業負債
貯金

短期借入金

反２ＪU］１百ノ、白逗

受託受入資金

偶発債務

済資金

金融雑負・償

小言i，

経済事業負債
事業債務

その他事業債務

経済事業借入金

特別会計賃勘定

小、

自己塗その他
雑負債

経過負債

諸弓：当金
頁+１

債本
目ＦＬ資本

ノ、

男△一 計に１

127477,830 

3,667080ａ936 

801.908 

69518.000 

3.628.065267 

5,068,789,223 

212.610.5<i５ 

100.912.700 

12,760,979,409 

421502366 

42767.867 

495.923.087 

28,939,882 

989糊133.202

94.903.247 

91.877 

496601866 

397.800 

216,49ａ500 

808.488.2Ｇ 

14,55860(>､9Ｃ 

5,023.552.98 

2,34 832.1］ 

5,0〔 789､2２ 

l［ 9ﾕ2F7（ 

,62094（ 

46782 

491.988.7］ 

4426869 

158.777.81 

5481〔

6951583,3［ 

71283ｐ7 

4:9.674.102 

806885.088 

1,233.842.266 

14558.600.901 

12.705.801 

3餌354193801

985,568 

ﾕ84,070,433 

3.793.4ﾕａｌ５８ 

８１９４ 

12,7]0,969,078 

必2.372.262

60085.772 

524,831,489 

43,853.075 

1,071,142,598 

137,269,836 

6ｑ244 

459.000 

201.964.940 

875.279808 

14657.390984 

4,814,5251282 

，ＦｉＪｎＦｉｌｑｌｌ 

5,037,238,ﾕ〔

71379.78 

20370.ﾕＥ 

12,584,042,6ピ

665.5933Ｅ 

64.8651602 

l78844p589 

29.188 

909,332732 

7,096184 

375.642.800 

78Ｌ276.605 

ﾕ.164.015589 

1406571390,9別

--227.971 

313.610.135 

-‐133.660 

－１ﾕ4,552,433 

｡‐165.347p89ユ

31,55 
‐・訂１円Ｒ「

ｌ０２９ 
Ｒ７Ｒ 

ｍＯ９２ 700 

5０１０１ ,331 

-20.8〔 896 

－１７C3j 905 

－２ａ９Ｃ 402 

-‐14.91 193 

-82.0［ 396 

-‐42.3〔 ,589 

633 

-‐38.92 422 

－６ 200 

1415280560 

｡‐６６７９１０１８ 

--98.790.083 

′209.027,702 

-297.6Ｇ 100 

31.田 029 

100.91 700 

２別 620 

－９Ｃ 360 

４５ﾕ32.591 

-‐173.604638 

.‐20,596,908 

・・20.066.778

518.973 

｡‐213.749351 

186892 

440(〕31,302

25,608483 
AＯＱ９ＡＡ７７ 

-98.790083 

9８ 

109 

85Ⅲ 

3７ 

9５ 

Ⅲ｜“ 
１ 

100 

9５ 

7１ 

9４ 

6６ 

9２ 

6９ 

152 

卯

8６ 

107 

9２ 

9９ 

104 

100 

103 

9５ 

100 

7３ 

6８ 

8８ 

８７８ 

7６ 

102 

111 

103 

106 

9９ 

臆

加卯切辮〆
１ 9,7 

＝Ｚ 
－し

宮ｆ豚。

)１９，５ 
＝￣～～～、－１

８［ 

識印蛎〆
獺5911翁
５。

４． 

１’ 

ｌ⑩沿茄弘犯 3， 

販売‘

３３９３１４］ 
少宍ﾃﾞﾆｰﾃﾞﾃﾞｰﾖ

￣ \望Ｒ
■ｑ己

劇
20‐ 

19-

購晨

2,0932 

１８I 

-ZE-5E 

戸

辺iui塑惚百万
５９，２１１ 
＄－－弔帛￣ョ1

）６０ 

Ｉ 

)状況

!／5,25 

９６０ 

ン替凝

、

》

(扱の状況

劇！
）６０ 

【扱の状況

)１ 

へ～2,000

）６０ 



昭和60年１１月IｌＥ） 農協だ よ： 

十
一
月
十
九
日
は
、
第
三
卜
八
回

目
の
農
業
協
同
組
合
法
公
布
記
念
日

に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
｜
股
に
「
農
協
法
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
か
、
協
同
組
織

に
よ
る
農
民
の
地
位
向
上
を
目
標
に

昭
和
二
１
’
一
年
十
一
Ｈ
十
九
日
に
制

定
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
国
民
食
樹
の
確
保
が
急

を
要
す
る
食
糧
難
の
時
代
で
、
農
業

の
振
興
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
農
協
は
発
足
と
同
時
に
食
糧

の
安
定
生
産
と
と
も
に
、
農
協
組
合

員
の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
向
ｔ

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
農
業
は
大
き
な
試
練
に

第38回農協法公布記念日を
迎えるにあたって

「
協
同
」
を
考
え

「
基
本
構
想
」
を
実
践
〃
一

幾
た
び
と
な
く
遭
遇
し
ま
し
た
が

そ
の
都
度
、
農
協
運
動
を
基
調
と
し

た
「
机
互
扶
助
」
の
精
神
と
『
協
同
の

力
」
で
こ
れ
を
克
服
、
今
日
の
発
展

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

著
し
い
近
代
化
の
中
で
、
今
日
農

業
は
、
一
般
経
済
社
会
は
も
と
よ
り

国
際
的
な
動
向
を
も
無
視
で
き
な
い

環
境
の
も
と
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
、
協
同
の
き
ず
な
を
一
層
強

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
般
、
欧
州
五
ヵ
国
の
農
業
・
農

協
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
道
農
業
が
着
実
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農

業
の
水
準
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
・
軒

実
感
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
総

北
海
道
践
禦
協
同
組
合
中
央
会

会
長
床
鍋
繁
則

卍=因

合
農
協
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
も
確
信
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
’

い
ま
水
道
の
農
協
系
統
組
織
で
は

新
時
代
の
農
業
を
め
ざ
し
て
、
「
北
海

道
農
業
基
本
構
想
」
の
実
践
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
，
各
市
町
村
段
階
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
悩
に
見

合
っ
た
「
地
域
農
業
振
興
計
画
」
を
設

定
し
、
推
進
に
入
っ
て
お
り
ま
す

か
、
こ
れ
も
国
際
化
時
代
に
対
応

し
、
ま
た
二
十
一
世
紀
の
新
時
代
に

臨
む
た
め
に
欠
か
せ
ぬ
、
当
面
の
緊

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
特
に
、
三
年
に
一
度
開
か

れ
る
農
協
大
会
の
年
に
当
た
り
、
十

月
九
ｎ
に
全
国
農
協
大
会
が
開
か
れ

た
の
に
続
き
、
十
一
月
二
十
一
日
に

は
札
幌
で
第
十
八
回
全
道
農
協
入
会

を
開
き
、
北
海
道
農
業
基
本
構
想
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
「
足
腰
の
強
い
北

海
道
農
業
の
確
立
へ
の
実
践
方
策
」

な
ど
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

意
義
あ
る
農
協
法
公
布
記
念
ｎ
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
の
機
会
に
私

た
ち
は
協
同
活
動
理
念
を
改
め
て
考

え
、
語
り
あ
っ
て
、
農
業
・
農
協
の

一
屑
の
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う

祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

【
中
標
津
地
区
通
信
員
だ
よ
り

Ｕ
１
 

滝
川
畜
産
試
験
場
を
今
年
退
職
し

て
、
念
願
の
サ
ホ
ー
ク
飼
育
し
て
い

る
膿
田
保
（
虻
十
才
）
さ
ん
は
、
サ

ホ
ー
ヶ
雌
三
十
頭
、
雄
二
頭
を
導
入

し
、
牧
場
維
営
に
迩
欲
を
も
や
し
て

い
ま
す
。

「
緬
羊
は
一
頭
当
り
＋
ア
ー
ル
と
必

要
面
積
も
少
な
く
、
個
体
も
小
さ
い

た
め
私
に
む
い
て
い
ま
す
。
た
だ
犬

と
カ
ラ
ス
に
要
注
意
で
す
げ
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
学
生
に
人
気

が
あ
り
、
兇
学
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て

い
る
中
標
津
町
の
新
名
所
で
す
．蕊

新
名
所

サ
ホ
ー
ワ
牧
場

Ｆ可

Ｌ二

、〆

配合飼料緊急(夜間｡日曜日等)時の連絡先は

大滝昭夫(配送担当）電話3-2415番
又は

根室生産広域運輸電話８－２３０１番

経済的で安心してご利用願える｢くみあい飼料｣.〃
ノ、
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今
年
度
下
期
の
生
孔
計
画
化
産
に

つ
い
て
は
、
過
般
の
全
道
酪
対
本
部

委
員
会
・
化
孔
販
売
菱
貝
会
に
お
い

て
、
次
の
と
お
り
取
り
進
め
る
一
一
と

に
．
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
度
下
期
の
生
乳
計
画
生

産
対
策
に
つ
い
て

こ
の
一
一
と
に
つ
い
て
、
卜
半
期
の

生
乳
生
産
実
態
を
踏
ま
え
る
に
、
本

年
度
に
お
い
て
は
、
年
喫
当
初
設
定

の
販
売
計
画
数
量
を
超
え
る
生
産
が

払
込
ま
れ
る
二
と
か
ら
、
今
後
の
生

座
状
況
お
よ
び
乳
製
品
の
需
給
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
別
記
に
よ
り

ｒ
半
期
の
生
乳
計
画
生
座
対
策
を
取

り
進
め
い
た
し
た
い

記

「
販
売
計
画
数
量
超
過
分
の
製
造

委
託
処
理

都
道
府
県
指
定
生
孔
乍
産
省
固
体

会
長
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

「
昭
和
人
１
年
度
化
乳
需
給
調
嬢
対

策
」
に
鵬
づ
き
、
次
の
と
お
り
実
施

昭
和
加
年
度
下
期
の

■
宇

生
乳
計
画
生
産
の
対
策
決
ま
る
〃

い
た
し
た
い
。

Ｈ
製
造
委
託
予
定
数
量

現
段
階
に
お
い
て
、
約
七
万
ト

ン
の
超
過
が
見
込
ま
れ
る
が
、
月

別
処
理
量
に
つ
い
て
は
、
１
月
以

降
の
生
産
状
況
並
び
に
乳
製
品
の

需
給
状
況
・
鷺
勘
案
し
葱
か
ら
設
定

す
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
製
造
委
託
品
目

パ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
お
よ
び
チ

ー
ズ
と
す
る
。

＆
製
造
委
託
先

大
子
乳
業
囚
社
を
主
体
と
し
て

委
託
す
る
。

四
製
品
の
販
売
方
法

前
年
度
に
準
じ
た
方
法
と
す
る

も
、
中
略
・
全
農
等
と
協
議
の
う

え
決
定
す
入
、

因
代
金
の
精
算
見
込

桔
算
時
期
・
価
格
と
も
前
年
度

な
み
を
目
標
と
す
る
が
、
乳
製
品

の
需
給
事
情
を
答
虚
し
て
、
峨
善

の
砿
を
講
す
る
ニ
レ
｜
と
す
る
。

J律口、
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全
道
に
肥
の
病
院
を
有
し
、
組

合
同
》
人
一
人
の
く
ら
し
と
健

康
を
守
『
て
い
る
腱
協
の
遮
什

会
、
そ
れ
か
皆
様
の

厚
生
連
訣
病
糯
勤
勿

環
と
し
て
、
優
迦
て
、
畷
価
て

安
心
し
て
二
使
用
い
た
だ
け
る

「
ク
ミ
ア
イ
配
置
薬
」
を
組
合
Ⅱ

の
皆
様
の
健
康
を
願
う
て
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
配
置

巡
回
に
は
、
盤
の
正
し
い
使
い

灯
な
ど
の
教
育
研
修
を
受
け
た

か
ぜ
は
呼
吸
器
粘
膜
の
急
性
炎

従
で
す
．

か
ぜ
の
病
原
ウ
イ
Ｌ
ス
は
、
打

数
十
か
ら
一
一
百
繭
に
も
の
ぼ
り

ま
す
倉

か
ぜ
症
候
群
鐸
郊
燕
鈍

で
抵
抗
〃
の
弱
こ
た
呼
吸
器
粘

腱
に
ウ
ー
ル
ス
が
感
染
し
て
起

る
急
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
艤
状
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
］
そ
し
て

人
か
ら
人
へ
と
飛
沫
感
染
し
、

炎
症
の
起
る
場
所
に
上
『
て
、

症
状
も
い
ろ
い
ろ
で
す
：

市
iIbli 
風班J薬

ｺﾋﾌﾞﾘ毎ｺﾞ首ﾉ雪三全#三a車
推
進
日
が
扣
当
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
‐
あ
な
た
の
ヘ
ル
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

か
ぜ
ぐ
ら
い
と
カ
ン
タ
ン
に
溝

え
長
別
か
せ
る
と
．
細
菌
に
上

る
二
次
感
染
も
加
わ
っ
て
、
｜

層
体
力
を
消
も
う
さ
せ
ま
す
・

昔
か
ら
〃
か
ぜ
は
万
病
の

も
と
〃
・
と
言
わ
れ
る
の
は
こ

こ
に
あ
る
の
で
す
。

〈
か
か
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
〉

早
目
に
体
を
や
す
め
、
あ
た
た

か
ぬ
に
、
食
事
は
で
き
る
だ
け

洲
化
の
良
い
も
の
を
食
べ
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う

〈
予
防
と
し
て
〉

予
防
接
穂
・
う
が
い
’
乾
布
ま

き
「
・
マ
ズ
ク
な
ど
で
す

JE雷､！

セ
ル
フ
〆
デ
イ
ケ
ー
シ
ヨ
ン

自
己
当
疸
療

っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。

誰
い
病
気
は
凹
分
で
袷
す
Ｉ

病
気
・
け
が
。
休
め
異
常
に
対

し
、
正
し
く
Ⅲ
咀
断
・
処
倦
し
、

正
し
く
薬
を
用
い
・
正
し
く
猯

癖
す
る
二
と
を
意
味
し
て
い
ま

画
す
。薬
の
使
用
は

上
手
に
正
し
く

ｉ
能
嘗
は
必
ず
読
む

ロ
、
用
法
・
川
攝
を
服
し
く
守

る

ハ
．
服
用
時
間
は
正
し
く

一
「
薬
の
併
用
に
気
を
つ
け
る

③
人
は
年
に
４
～
５
回
、
か
ぜ

を
ひ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
か
ぜ

薬
と
栄
養
剤
の
併
用
が
効
果
が

あ
り
ま
す
。

仮マ
リ
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第
七
回
理
事
会

開
催
月
日
十
月
一
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
宝

〈
議
案
〉

「
昭
杣
六
十
年
度
酪
農
負
債
幣
却

資
金
の
借
入
申
込
み
に
つ
い
て

二
、
、
作
農
再
建
鯉
備
資
金
の
借
入

申
込
み
に
つ
い
て

三
、
農
地
取
得
資
金
の
借
入
に
つ
い

て

Ⅲ
、
武
佐
地
区
畑
作
地
幣
総
〈
ｎ
ｋ
地

改
良
事
業
に
係
る
農
林
漁
業
資
金

の
併
入
に
つ
い
て

土
、
土
地
改
良
事
業
に
係
る
農
林
漁

業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

』
へ
団
体
営
単
地
開
発
幣
備
調
業
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

七
、
Ⅲ
飼
料
流
通
施
設
の
処
理
に
つ

い
て行
議
案
か
原
案
ど
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

八
、
昭
和
六
十
年
度
澱
粉
の
仮
渡
金

と
利
率
に
つ
い
て

仮
渡
金
一
袋
（
躯
囎
）
当
り

事
会
の
経

．
｜
，
六
Ｃ
Ｏ
Ⅲ

利
率
八
・
「
Ⅱ
賜

九
、
昭
和
六
十
年
度
産
澱
粉
の
生
産

物
金
融
貸
付
金
に
つ
い
て

共
計
品
・
袋
（
躯
囎
一
当
り

二
、
七
○
○
円
（
前
年
と
同
じ
｝

｜
般
砧
一
袋
｛
躯
囎
）
当
り

三
、
五
○
○
円
（
前
年
と
Ⅲ
上
）

Ｉ
…
・

刑
藻
八
・
一
’
五
発

卜
、
第
十
Ｎ
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
酪

農
人
工
授
精
視
察
研
修
の
参
加
に

つ
い
｝
，
」

参
加
者
人
Ｔ
授
精
係

腫
任
襖
田
文
雄

各
議
案
が
原
案
ど
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

十
一
、
共
済
規
極
の
変
更
に
つ
い
て

○
共
済
掛
金
一
時
払
特
約
の
新
設

○
自
動
車
共
済
の
対
象
範
閉
お
よ

び
支
払
額
の
拡
大

１
二
、
組
合
員
の
川
資
減
凶
に
つ
い

一
角

十
二
、
事
務
所
増
改
築
の
追
加
工
事

に
つ
い
て

〆崔室、

十
四
、
水
洗
化
に
よ
る
下
水
道
工
事

に
つ
い
て

各
議
案
が
原
案
ど
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
第
十
八
回
北
海
道
農
業
協
同
組

合
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

二
、
根
室
管
内
農
業
賞
受
賞
菅
の
選

巻
に
つ
い
て

三
、
管
内
情
繩
セ
ン
タ
ー
の
状
況
に

つ
い
て

川
、
農
協
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い

｝
し

几
、
電
話
機
更
新
に
と
も
な
う
リ
ー

ス
契
約
に
つ
い
て

‐
へ
範
八
山
宅
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
に
つ
い
て

七
、
系
統
畜
産
団
地
振
興
制
度
事
業

に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

「
根
室
農
業
発
展
埜
本
計
両
の
設

定
に
つ
い
て

一
、
管
内
北
農
電
算
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

一
二
、
昭
和
六
十
一
年
度
新
職
員
の
採

用
に
つ
い
て

四
、
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

五
、
人
工
授
紺
実
施
頭
数
に
つ
い
て

六
、
澱
粉
エ
場
操
業
に
つ
い
て

事
務
所
内
の
工
事
中
の
た
め
、
大

変
に
迷
惑
と
不
便
を
か
け
て
い
ま
す

が
、
十
一
月
末
ま
で
次
の
課
が
二
階

大
会
議
室
で
執
務
し
ま
す
。

児
玉
組
合
長
、
’
’
一
浦
参
事

堂
農
部

組
合
員
相
談
課
・
開
発
振
興
課

酪
農
課

生
産
部

家
畜
改
良
課
・
畜
産
販
売
課

農
産
課

七
、
第
五
回
道
農
協
畑
作
本
部
委
員

会
と
昭
和
六
１
年
雌
畑
作
物
政
鰭

価
格
吋
簸
運
動
に
つ
い
て

八
、
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
出
品

牛
に
つ
い
て

几
．
生
乳
の
生
産
状
況
に
つ
い
て

十
、
各
地
区
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
コ
ー
ト

造
成
等
の
助
成
金
に
つ
い
て

卜
「
役
員
の
欧
州
祝
察
の
報
告

、
農
協
の

仮
事
務
室
に

つ
い
て

ホ
ワ
レ
ン
中
標
津
原
料
所

農
民
連
盟

〆雨

一日皆貯金結果報告

ご
ざ
い
ま
し
た
『

協
力
あ
り
が
と
う

集
ま
り
ま
し
た
。

初
の
計
画
を
超
え

組
合
員
皆
様
の
写

を
小
耒
施
い
た
し
ま

二
千
円
の
貯
金
が

て
、
八
七
、
六
言

し
た
と
こ
ろ
．
当

日
、
一
日
皆
貯
金

去
る
十
月
十
股

<小銭が23万圧
ありました葱

エ

ー岸

、ﾛ ﾖ皆貯金結果報告

鳶麟fii鱗鯰｜
鋤`簾除-聾留雅：：｜
亀学｡屯＃!Y攪当：鷺！；＜小銭が23万円

ありま（'た2-－－＿＿」
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全
道
生
乳
受
託
販
売
一
姿
員
会
に
お

い
て
、
諸
情
勢
の
変
化
に
伴
い
地
域

対
策
費
の
見
直
し
か
行
わ
れ
、
検
討

専
門
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

今
回
次
の
と
お
り
地
域
対
策
費
に
変

っ
て
、
「
共
販
体
制
強
化
対
策
費
」
が

設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
当
地
域
は
、
今
後
対

莱
凹
の
交
付
か
無
く
・
な
（
た
か
、
対

策
性
の
支
払
額
か
総
体
で
減
る
二
と

に
な
る
の
で
、
従
っ
て
共
販
で
控
除

さ
れ
て
い
た
額
も
、
そ
の
分
減
る
こ

と
に
な
り
、
九
月
分
の
乳
代
よ
り
壮
〈

版
経
費
の
控
除
額
か
そ
の
分
少
な
く

な
っ
た
。

な
お
、
八
Ⅱ
一
分
ま
で
の
地
域
対
策

慨
に
つ
い
て
は
、
今
回
精
算
が
な
さ

れ
十
月
に
個
々
の
組
勘
に
振
込
み
に

な
っ
た
。

生
乳
共
販
体
制
強
化

対
策
費
設
定
要
領

一
、
目
的
Ⅱ
こ
の
対
策
は
、
不
足
払

法
に
基
づ
く
用
途
別
乳
価
に
よ
る
取

引
の
現
況
、
及
び
各
地
域
の
生
産
と

生
乳
地
域
対
策
費
の
見
直
し
に
よ
り

共
販
体
制
強
化
対
策
費
が
設
定

消
賀
と
の
有
機
的
関
係
か
ら
生
ず
る

不
均
衡
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、

共
肌
体
制
の
強
化
と
事
業
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
唇

｜
「
設
定
内
容

目
対
策
方
法
Ⅱ
地
域
毎
に
対
策
単

価
を
設
定
し
、
当
該
対
策
費
を
支
払

ｊ
Ｃ
 目
財
源
Ⅱ
こ
の
対
策
に
係
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
販
売
共
計
勘
定
よ
り

支
出
す
る
。

ご
対
策
単
価
Ⅱ
昭
和
五
十
九
年
度

ま
で
設
定
さ
れ
て
い
た
地
域
対
策
背

単
価
に
準
じ
て
設
定
す
る
も
、
実
暫

格
差
分
及
び
地

域
の
特
殊
事
情

を
参
酌
し
、
次

②
と
お
り
設
定

す
る
。

三
、
設
定
期
間

Ⅱ
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
よ
り

当
分
の
間
と
す

る
。
た
だ
し
、

111r:}｣」
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現
行
制
度
並
び

に
販
売
情
勢
に

著
し
い
変
化
が

生
じ
た
場
合
に

は
、
協
議
の
う

え
、
変
更
も
あ

り
得
る
。
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第
八
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
、
岩
手
県
滝
沢
村
・
岩
手
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
１
月
九
日
Ｉ
十

三
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
艸
正
原

血
氏
一
肪
有
の
サ
ー
ー
ー
デ
ー
ル
・
ア
ー

ル
チ
ェ
・
ク
リ
ス
チ
ナ
・
マ
リ
１
．

Ｇ
Ｆ
号
が
、
見
事
、
優
等
煙
貰
第
一
席

に
輝
き
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
は

五
年
に
一
度
、
体
型
・
能
力
と
も
に

優
秀
な
↑
か
全
国
よ
り
出
船
き
れ
て

開
か
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
四
卜
凹

の
道
府
県
か
ら
一
一
一
○
○
頭
Ⅲ
四
ｍ
き
れ

ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
は
四
１
四
頭
出
品
し

一
一
一
部
門
で
の
禽
譽
曇
且
の
外
、
全
頭
人

賞
、
ま
た
根
室
綾
宮
内
か
ら
出
品
の
人

頭
は
別
表
の
と
お
り
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

管
内
か
ら
全
共
へ
の
出
航
は
今
回

で
三
回
目
で
す
か
、
中
標
津
町
農
協

か
ら
は
初
出
品
で
、
い
き
な
り
優
等

賞
一
席
と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
た

わ
け
で
す
。

次
回
は
熊
本
県
で
開
朧
さ
れ
る
干

定
で
す
が
、
連
続
出
品
と
な
る
よ
う

皆
さ
ん
に
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
し

思
い
ま
す
。

鈩巴、

篝鑿篝iIIiiil鑿
第２部出品Ｓ,、アールチエクリスチナマリ一ＧＦ号襄彰式根室管内出品者と担当職員

IilL：Ｘ 
昭和59年度

地域対鐘Yf単価
生乳共1M【体１m］
強化jhl策1YIli価

卜Ｌ幌

岩見i)〈

ｌ１Ｙ'1,牡

倶知安

函館

:ｌ高

旭Ⅱ１

‘)他

3.45 

2Ⅲ02 

1.40 

1.24 

｡､84 

0.84 

0.84 
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望
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□
’
 ｇｌ１Ｊ 

訓ＭＩＩ

ワ
』

Ｂｒ+： ,iｌ ３１ 

＄】Ⅲ
１
１
 J１「卿．

〆
、デ

ー
タ
ー
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の

乳
房
炎
は
農
家
経
済
に
対
し
て
次

に
か
か
げ
る
よ
う
な
負
扣
と
損
失

を
与
え
て
い
ま
す
。

「
浩
療
賀
の
増
大

乳
．
陽
炎
の
菌
は
乳
牛
か
飼
養
さ

れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
所
に
潜
伏
し

て
お
り
、
当
組
合
員
所
有
②
乳
牛

の
約
川
○
％
は
、
何
ら
か
の
形
で

孔
腸
炎
に
樅
慾
し
て
い
る
と
い
う

乳房炎を防ILしましょう
■￣ 

ノ

一
一
、
供
用
年
数
の
翻
縮
（
淘
汰
）

．
｜
、
乳
最
の
減
少

潜
代
性
乳
房
炎
で
十
％

減
、
摘
療
山
１
の
牛
乳
勿

腱』悲輻〈

川
、
乳
質
の
低
下

細
菌
増
殖
に
と
も
な
う

廃
葉
、
乳
成
分
（
脂
肪
・

無
脂
問
Ⅶ
尻
低
下

こ
の
卜
喀
７
を
大
き
な
撰
失
を
も

た
ら
し
ま
す
ｃ

牛
舎
、
・
牛
床
の
煙
卵
・
耀
頓
や

器
具
の
洗
浄
・
嬢
惟
を
し
て
乳
房

炎
に
か
け
な
い
と
い
う
事
は
大
切

な
事
で
す
か
、
Ⅱ
頃
か
ら
乳
牛
の

健
康
に
注
意
を
ば
ら
雌
早
期
発

見
・
早
期
摘
療
が
維
済
的
仙
失
を

鎧
少
限
に
と
ど
め
る
要
因
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

酪
農
課
で
は
組
合
員
⑪
皆
さ
ん

か
ｕ
ｒ
期
発
兇
出
来
る
よ
う
Ｐ
Ｌ
テ

ス
タ
ー
液
「
Ｃ
Ｍ
Ｔ
試
薬
）
存
無
料

で
提
供
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大

い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
乳
牛

の
持
っ
て
い
る
個
体
能
力
を
充
分

に
発
揮
出
来
る
よ
う
ご
利
用
下
さ

い
□

、
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物
に
は
す
べ
て
寿
命
か
あ
る
よ
う

に
、
農
業
機
械
も
使
っ
て
い
く
う
ち

に
消
耗
し
て
い
き
、
い
ず
れ
は
買
い

替
え
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の

時
、
機
械
は
必
ず
よ
り
便
利
な
物
に

変
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
こ
の
た

め
一
般
に
農
業
経
営
に
占
め
る
機
械

費
用
の
劉
合
は
約
珂
に
も
な
り
ま

す
。
機
械
は
高
仙
な
も
の
だ
か
ら
と

い
っ
て
貫
か
ず
に
済
ま
せ
る
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
沓
そ
れ
で
は
、
い
か
に

し
た
ら
「
よ
り
安
い
機
械
費
に
な
る

か
」
と
い
う
と
、
そ
れ
は
耐
用
年
数

を
長
く
す
る
か
、
も
し
く
は
失
脚
利

用
す
る
こ
と
か
一
鵜
の
近
道
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
当
地
域
の
よ

う
に
大
規
模
縫
営
条
件
下
で
の
共
同

利
用
は
、
農
作
業
適
期
か
匝
端
に
競

農機具の長期格納にそなえて

野ざらし
農機具の
解劇鏑

Ｌ北根室地区農業改良普及所】

合
し
な
い
機
械
（
草
地
更
新
用
機
賊
。

唯
厩
肥
・
尿
撒
布
等
）
以
外
は
共
同

利
用
に
も
限
界
か
あ
る
で
し
ょ
う
◎

そ
二
で
機
械
を
使
う
側
か
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
よ
り
長

持
塒
さ
せ
る
Ｌ
犬
が
大
切
で
す
。

今
年
も
農
協
酷
対
主
催
で
機
械
管

理
共
励
会
が
間
も
な
く
実
施
き
れ
る

と
思
い
ま
す
か
、
単
に
共
励
会
の
た

め
の
管
理
で
は
な
く
、
「
機
械
を
よ
り

氏
持
ち
さ
せ
る
」
た
め
の
十
分
な
点

検
悠
備
と
、
良
好
な
状
態
で
の
長
期

格
納
に
努
め
て
下
さ
い
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
格
納
ポ
イ
ン
ト

冬
期
間
も
常
時
使
用
す
る
ト
ラ
ク

タ
ー
の
日
常
点
検
は
別
と
し
て
、
長

期
格
抑
紬
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
か

ら
が
大
切
で
す
。

『
ま
ず
洗
車
で
す
。
水
洗
い
な
ど

に
よ
り
北
砂
や
油
よ
）
｜
れ
を
き
れ
い

に
蕗
と
し
、
布
で
ふ
き
上
げ
る
か
風

通
し
の
良
い
、
影
で
乾
燥
す
る
。

一
一
、
各
部
の
グ
リ
ー
ス
な
ど
は
、
完

全
に
新
し
い
も
の
に
交
換
注
油
す
る

と
共
に
、
腐
食
し
易
い
個
所
に
は
防

食
剤
（
表
２
の
種
類
）
を
塗
布
す
る
。

三
、
古
い
オ
イ
ル
を
排
出
し
、
洗
浄

し
た
後
、
新
し
い
オ
イ
ル
を
入
れ
、

雫
述
転
を
行
い
、
オ
イ
ル
を
各
部
に

－
分
に
な
じ
ま
せ
る
。

麓､

｣大作線タるたりら九
にき長業を１か市はパ、

零纈ポiii艀,(舵學孚
よ題納イ格しルツに、リク
うはて‘ン納てかテ保乾ｌタ

に、一トザ,鼬'1算樒ボル、表番

四
、
燃
料
噴
射
ノ
ズ
ル
・
点
火
プ
ラ

グ
を
取
り
は
ず
し
、
各
シ
リ
ン
ク
ご

と
に
有
理
種
度
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

を
注
入
し
、
数
回
手
回
し
し
た
後
、

も
と
の
状
態
に
取
り
付
け
る
。

五
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
か
ら
冷
却
水
を
抜

き
取
り
、
洗
浄
し
た
後
、
完
全
に
水

抜
き
を
し
て
お
く
②

六
、
燃
料
系
統
か
ら
燃
料
を
抜
く
。

七
、
排
気
ロ
・
吸
気
ロ
・
エ
ア
ク
リ

ー
ナ
ー
な
ど
を
ビ
ニ
ー
ル
等
で
密
閉

し
湿
気
か
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

八
、
定
置
す
る
場
合
、
土
砂
の
上
に

直
接
置
か
ず
、
タ
イ
ヤ
の
下
に
板
な

ど
を
蝋
く
こ
と
。
更
に
良
い
方
法
と

し
て
は
、
プ
ャ
・
キ
ア
，
プ
に
よ
り

台
木
才
承
体
の
下
に
入
れ
、
タ
イ
ヤ

を
地
面
か
ら
浮
か
せ
て
お
く
。表１肥料による鋼板腐食

再ﾗｦ議一壜図iiiiさH1ﾐﾄﾞＩＴ[１１]瓢,
苦土入り複合I｣ン加安；１１Ⅲ

￣~￣ 

炭カル冊」二_・J
iiu科繊触なしイ･△Ⅲ.’

苦土入り複合リン加安

i党カル 施
肥
関
係
に
ま
つ
わ
る
作
業
機
の
臓

食
で
す
。

行
作
業
機
は
、
防
食
を
中
心
に
次

の
格
納
整
備
が
必
要
で
す
。

「
自
走
式
作
業
機
の
エ
ン
ジ
ン
関

係
は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
準
ず
る
。

二
、
肥
料
や
農
薬
、
土
砂
や
茎
襲
、

ホ
コ
リ
な
ど
を
清
冊
し
、
各
部
を
良

く
点
検
す
る
。

三
、
回
転
部
分
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
か
、
ま
た
、
容
易
に
回
転
す
る
か

点
検
す
る
。

四
、
新
し
い
グ
リ
ー
ス
の
注
汕
、
オ

イ
ル
類
の
交
換
を
行
い
、
低
速
で
空

越
権
を
し
、
各
部
に
十
分
潤
瀦
さ
せ

て
お
く

五
、
塗
装
の
は
か
れ
た
と
こ
ろ
は
堆

装
ス
プ
レ
ー
等
し
、
腐
食
し
易
い
部

腐焚股哩：iHlJﾄﾞ常に激しい、Ⅲ激しい．

や激しい．＋杵ｆ、－葱し、△局部

試駿開始６Ⅱ上旬（田中貞芙氏によるＩ

iｆ」§二

「朝

表２防食剤塗布による防食効果

鍋Ul98UlI75E
--l---
-+かのＩ

誼外放置日数

防錆管材

l詳馴sL:]鶚Ｉ

邪
十
一
十
斗

＝|＝ 

㈱':嶢獅H÷I:'一二↓

分
に
錆
止
め
を
し
て
お
く
。
特
に
モ

ア
ー
パ
ー
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
類
の
刃
部

分
に
は
グ
リ
ー
ス
を
塗
布
し
て
お
く
〈

六
、
駆
動
ベ
ル
ト
類
、
チ
ェ
ー
ン
類
、

ス
プ
リ
ン
グ
航
、
コ
ン
ベ
ア
類
は
は

ず
す
か
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
ゆ
る
め
、

フ
リ
ー
の
状
態
に
し
て
お
～
千
一
・
｜

－
ン
頬
は
オ
イ
ル
に
浸
し
て
お
く
と

良
い
。

七
、
す
べ
て
の
機
械
類
は
、
ｋ
や
砂

利
の
上
に
直
接
置
か
ず
、
必
ず
板
を

敷
き
、
そ
の
上
に
定
置
す
る
。
タ
イ

ヤ
付
の
作
業
機
は
台
木
を
利
用
し
、

タ
イ
ヤ
を
浮
か
せ
て
お
く
な
ど
の
処

置
を
し
て
、
一
年
で
も
長
持
ち
さ
せ

る
格
納
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

DB 

－ら－

ｌ卜iiiil‐ 汁’

三
－’ 

階￥〒－オイル

〈ハイポイトリ

グＵ－ス

リb能用・iMj【ぬり）

ロ－－－－－

1下lHl1
nZi両１

一一

廟
l鴇|÷｢

十
ｍ
十

十
一
可窯防世 ￣ 

閥食梶度；蒜非常に激しい、ｉｌｆ激しい、

や澱い､、＋若干、－なし、△局部

試験開始６月_上hｊ（田Ll1貞美氏による）

汁や
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じ
ゃ
が
芋
は
中
標
津
町
の
主
要
農

産
物
で
す
か
、
家
庭
で
食
べ
て
い
る

じ
ゃ
が
半
の
童
は
必
ず
し
も
允
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
行
っ
た
野
莱
摂
取
実
態
調

誉
か
ら
見
て
も
、
じ
ゃ
か
雫
の
必
要

量
に
対
す
る
農
家
の
平
均
光
比
率
は

几
十
％
以
卜
で
し
た
。

二
九
か
ら
め
季
節
は
、
じ
ゃ
が
芋

を
は
じ
め
、
野
菜
類
の
不
足
し
や
す

い
時
期
で
す
が
、
こ
の
冬
は
野
栄
鮒

を
上
手
に
貯
蔵
し
、
上
手
に
食
卓
に

の
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

朏
康
的
な
食
生
活
の
第
一
は
、
食

品
の
組
み
合
せ
に
バ
ラ
ン
ス
か
取
れ

て
い
る
こ
と
で
、
標
準
的
な
食
繼
構

成
の
中
で
の
芋
類
の
摂
取
目
安
は
、

一
○
○
ｇ
で
す
。
中
位
の
大
き
さ
の

じ
ゃ
が
半
を
一
人
一
日
一
個
食
べ
島

の
が
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
栄
養
〉

じ
ゃ
が
半
の
ヒ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
一

／~､ 

じ
ゃ
が
い
も
を

お
い
し
く
食
べ
よ
う

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
）

○
○
ｇ
中
、
約
一
一
○
雌
で
、
り
ん
ご

の
七
倍
、
ト
マ
ト
な
ど
と
同
じ
く
ら

い
含
ん
で
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
皿
も
野
菜
の
中
で
は
多

い
方
で
す
〈
じ
ゃ
が
雅
に
か
ぎ
ら
ず

芋
類
は
調
理
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
類
の

似
失
か
少
な
い
と
い
う
、
す
ば
ら
し

い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表
面
の
で
ん
粉
か
糊
化
し
、
祷
什
出

す
ビ
タ
ミ
ン
を
抑
え
る
た
鉤
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
迫

ミ
ネ
ラ
ル
も
多
く
、
中
で
も
鉄
分

か
多
く
含
ま
れ
、
し
か
も
ア
ル
カ
リ

性
食
品
で
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
が
芋
の
味
臼
休
が
淡
口
な
の

で
、
魚
や
肉
と
の
組
み
合
せ
が
容
易

に
で
き
ま
す
、

そ
の
上
、
じ
ゃ
か
芋
は
か
さ
の
大

き
い
割
に
低
カ
ロ
リ
ー
食
陥
で
あ
る

二
と
、
繊
維
が
多
い
た
め
、
便
秘
詣

防
ぐ
働
き
拳
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

"F詞

な
り
ま
せ
ん
。

〈
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
〉

じ
ゃ
が
芋
は
水
っ
ぽ
く
し
な
い
こ

と
が
何
よ
り
で
す
。

＊
几
ゆ
で
に
す
る
と
き
は
、
水
か
ら

中
火
で
ゆ
っ
く
り
ゆ
で
ま
す
。
強
火

だ
と
く
い
す
れ
た
り
、
芯
が
か
た
か
っ

た
り
し
ま
す
。
切
っ
て
ゆ
で
る
と
き

は
、
蝋
を
少
し
入
れ
て
ゆ
で
る
と
煮

く
ず
れ
を
ふ
せ
ぎ
ま
す
。

＊
粉
ふ
き
に
す
る
と
き
は
．
意
上
り

後
．
鍋
ふ
た
を
ず
ら
せ
て
手
早
く
鋤

を
僻
て
て
、
再
び
火
に
か
け
ま
す
。

鍋
を
前
後
に
し
ず
か
に
動
か
し
、
水

分
を
蒸
発
き
せ
ま
す
。
上
ｒ
に
動
か

す
と
竿
か
く
ず
れ
ま
す
。

＊
裏
二
し
に
す
る
と
き
は
、
半
が
熱

い
う
ち
に
手
早
く
し
な
い
と
粘
り
か

て
ま
す
。
ふ
っ
く
ら
と
裏
ご
し
に
で

き
た
芋
が
さ
め
な
い
内
に
ハ
タ
ー
と

牛
乳
を
加
え
て
お
く
と
、
味
に
ま
る

み
が
出
て
、
て
り
も
よ
く
、
魚
，
肉

料
理
の
付
け
合
せ
に
大
変
よ
く
合
い

ま
す
ゴ

＊
薄
切
り
や
、
せ
ん
切
り
に
し
た
物

は
、
水
に
よ
く
さ
ら
し
て
か
ら
、
水

切
り
を
充
分
仁
行
い
、
揚
げ
物
・
妙

め
物
に
使
う
の
が
シ
ャ
ッ
キ
リ
代
化

げ
る
の
か
コ
ツ
で
す
。

表１１００日中に含まれる主な成分
【60年秋のがん検詮』 ピ
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皿
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０
０
 

飛
一
Ｃ
泌
如
田
一
釦
３
仏
一

Ｋ《ｇａｌ

エネルギー
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、
鉄

30才になったらまず検診
麓,M1詞

,、

■
巳
、
Ⅲ
Ｕ
肌
ノ

壹
胎
」
』
院
」
ｒ
・
］

ﾊﾟｰ9､ Ｌ－かＹ r｣ 

１７ 123 蓋つま】

子宮がん検診
●対象３０才以上

ｏ日時･場所１２月Ｓ日～１１日

中標津町公民館

●受付時間朝８時30分－９時

３０分

●申し込み役場福祉課{呆健医

療係i琶3-3111.店鵜2Ｍノ

１１月２５日までに申し込みを

して下さい。

ｃ料金個人負担分1,700円

●結果通知当日午後から全員

にお知らせします

●注意事項当日生曙中でも受
けIつれます

胃がん検診
●対象３０才以上
●日時･場所１２月１日～１４日

鑛業訓練センター

●受付時間朝７時－９時

●申し込み役場儂祉課保健医

療係(舌3-3111.内課214）

１２月２０日まてに申し込みを

して下さい

゛料金（同人負担分1,200円

●結果通知巽常の有無にかか
わらず１カ月程て全員に通

知します

●;主意事項１前日樋10時かめ

飲食をしないで下さい

２.前日から酒を飲まないで下

さい

３－当日タバコを吸わないて゛ﾄﾞ
さい

レクス１２１．５

0．３，．０５ l・マト1６０.Ｔ

[ｌ－ＩＵ－Ｏ［ R010.2 [1」りん

ﾛ ０１Ｆ (ル１
|きぐくつＩ２４’･４

表２じゃが芋を使った主な料理

’ ポテトズーフ・粉_;､きｿﾆ､みそ{｜、'｢礼鴛
すいしんカレー＿＞チューーマーュ哉プト

lＨ６Ｌｎ 

。□テ．ポテト千ブス、フライドホート

衣跨【テ．ドーナロノ
跨げもの

向上〈が、力Ｌ－Ｒ少釣バター抄洗
い１，余Ｆ

ｌｕｄｂ洵勿

グラタン、ホイル聡喜、ポテトオムレソ
稲テトワレー-Ｊ＿いも十二人=

艤彗＃,グ．

別ｘ&ぬ叶弓ケ．二ま和え､静`)物

Ｋ《gal

エネルギーー 》』ん労」

m９ 

鉄

とタミンｍｇ

ＢｌｌＣ 

:パ`力 2.0 ｡､５ (ｌユ１ 2３ 

芝つ農 ｣2３ １２ ０．５ 0-10 3０ 

レクス ＵＤ 
■＝ 

ロＥＥ
－■ｑ」 ２割２ ().0５ 1３ 

1..？.》 1６ ０．７ ０．３ ０．０５ 2０ 

I；ん：.： Hi） 0陰２ 0.］ 0-01 

きやくつ ’。 1.4 (昨I 0.05 

ｋｉもの
ポテトスーー･7.粉_;､きｿﾆ､みそｉｉ．,I:\し鴬
#．､、とん．カレ・・、シ千・,..‐､マソシュポテ1゜

鍔ｌｆ６の
。g亦与.､ボア.:･･チ,'･フス､､７.ライ：｢ホテ！

衣揚:デ、ドー･ｲｰﾘ

妙め：》の
肉:鷲？が、刀し・・妙灼､バク..`ゆめ

いも金･ド

焼きもめ
グラタン、ホイ:い,晩き．猛子.､オムレヅ

ポテトヶレ・－.プ、いもだん二

fⅡえも仇 ｡!『サラダ，二．まﾎﾟﾛえ､藤`)物
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とｉｌＨｉ食いⅦ差ち催どＴｌ’る司賂の
い↓塩例あき秘しの康’1’Ｈ；し－あに三近

：戦溌騨
i蝋べ；#1鍾辮鵡臓ンク
ハ－

〆

、

’ 

戒 雰

フ

中標津町福祉課保健医療係

二
と
に
鵠
な
り
ま
す
が
、
要
は
食
事

岸
｜
中
心
と
し
、
そ
れ
仁
椚
・
タ
バ
コ
，

迎
動
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
加
わ
っ
た
も

刀
で
、
健
康
つ
く
り
の
三
原
則
で
あ

る
裟
鐘
・
雌
蕊
・
述
動
を
忠
実
に
実

行
す
る
こ
と
か
、
成
人
病
の
子
防
に

つ
な
が
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
い
き
実
行
と
な
る
と
、

こ
れ
ま
た
む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。

特
に
許
か
ら
の
食
習
慣
を
変
え
る
し
｜

い
う
こ
と
は
循
雛
の
わ
ざ
と
い
え
ま

，
し
よ
・
７
。

〃
ク
排
ィ
匂
い
は
、
も
と
か
ら
た

た
な
き
ゃ
だ
め
〃
な
ど
と
い
う
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
を
耳
に
し
ま
す
が
、
私
た

ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
鯉
朧
醗
を
州
害
す

る
根
も
た
ち
ナ
』
い
も
の
で
す
。

加
え
て
、
年
一
回
の
検
診
で
の
健

康
チ
ェ
／
ク
も
大
切
に
。

今
年
八
Ⅱ
実
施
し
た
成
人
病
検
診

で
も
受
診
者
一
一
，
八
十
一
名
中
‐
約
四

卜
し
先
の
人
か
ら
色
々
な
病
気
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は

貧
血
・
腎
陣
害
・
肝
障
害
・
高
血

圧
・
糖
尿
病
等
で
す
か
、
腫
瘍
も

発
兇
き
れ
ま
し
た
。

－
｜
Ⅱ
の
検
診
は
次
の
と
お
り
で

す
。
峰
非
受
診
ｒ
き
い
。

に．。

<対象＞ <料金＞

⑭成人病検診●…….30イ`以1三

・結核検診…….'８J~以’

●エキノコックス検査…~…道東に３年以lLI諾化し、か

つ検在を』受けていないノ』

自己負担

●ｌｉ１標権ⅢI農協組ｲT員は１０００円のlﾉﾘ、ユ１４額(2.0()OIﾕｌ

農Ｍ１よ')助成かあ'ｊま十・

<内容＞

☆結核検診…胸Mルントゲン検査

★エキノコツクス検査…lill液検侮

戸貢、

☆成人病検診…・

身I<，体,nilllr小

（ 

、
ノ日程及び場所Ｌｌ{検fitIf：んｌＬＷｉ､尚ロヒリ’一÷,-群１，，

ⅡlllLi11II正

､舎察(､川漸埠院ljIf''１蒐川ｉｉ

心tulxl検iIf

1Ｚけｌｌｌｌｌｉ

盛分 午前

9Hif-loll紺0分
午後

111寺～２N#3(1分

|H１陽

fljU陽陥Ｍ会航
lJlj竹
'北光会航］

lljjl91｣(ｋｌ 
日

ｌｚｌ蕊【常

上標；}上箪会所）

lmilR検iIH

l鱗…
藍瞳↑

'鎧と'｜鴨祉会館

良ＬＵ
ｂｌ二

l］ノ]20Ｈ(ｲ〈
Ｌ 

,i「眠りⅡ｜,】辺
1,;Ｉ根Ull2:Iも館’

武舳

IIl。央焔１１１会館）
陽 111]２][J'綱

剛
俣諮

(特別母とＩの家）

俵橘

【俵慌’ｔ沽館’
'１月22日附

区分 午前
9時一

f･ｆＭｉｌｌｉＩ 

'1紺0分

午緩

111寺－２N#30分

脳門止揚所．
□Ⅱ■⑪。

Ｉｊｊ｣』911(火）

:］jj2()I:1'１ 

illj21II<ｲﾘ 

:11122[刎繍

|}Ｈ 

ＩｌｊＨ陽

|場

１１会航’

'二

イヒ標Ｉ

gI 

rt 

巣会所

,i1.限りⅡ｜,】Ｊ

(,汁根別公』ｆ鯨

俣諮

(特BIIfﾘとｊ$の家）

IJIJ 竹

(ｲ|：光会館）

藍瞳ル

(鎧と'1予鴨#!;_会館I

蔵ｉＨ

(':二央猫#!:旨会館１

鮫橘

《俵怖’【二泊館〉
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面前～Zﾐ‘乳量｜前年比 ３以卜２ ０１ 

上旬1,875,810.0105.0

中旬1,798,360.0103.4

下旬1,927,400.0106.6

月計51601,570.0105.0
4月より梁計39.511690.0106.4

寅査成績
５９１６６９１２１５１１０ｉ」

Ｃ 

6０６６７１１９６５１２ 

6６６１２０４１１５１０ 

,ｏＬ２２ 
ＩｎＣ 656２０３１６１２ 

[|’ 

衝

下
旬

上
旬

下
旬

急｜閾

中
筒

下
甸

中
旬

氏名｜： 氏老氏
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佐藤信義｜［
三森軍司’（

質のよいミル2ｸをつくるために

これだけは守りましょう。

Ｓっのルール●手と\膳を清潔にすること

●搾乳装置を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

③搾孚Ｗ終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチュープの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

※検査ランク２の場合は当日出荷乳量(二1kg当り５iｴi、３以上の場合は
50口Iのペナルティが課せられます。

氏名 上旬 曲‐旬 下旬
鈴木修 １１ 

高橋一一用

高平幸夫

中本雲ｉ

半沢利エ】Ｚ １ 

国見･一男
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ｌ； 

国見実

斉藤哲雄 １ 

下

旬
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伊藤秀二子

弓一葉清正
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凸

当幌地区ワ好一 長渕貞義 q■ 
￣＝ 村井直行

飯島光五郎Ｉ ，台崎多ｐＥ１ 山崎陸 １レ ６． 

飯島清市

奥田勝伸

奥田錘雄

林イーニー・部
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水本正二 ０，０ 
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こ
の
絵
の
中
に
は
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

兄
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
，
住
所
・
年
令
券

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
。
中
学
生

①
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
束
七
条
南
「
Ｔ

画

日
中
標
津
町
農
協
組
織
広
繩
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
十
一
月
二
十
日
ま
で

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
省
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
，

＊
発
表
は
一
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

す
。

〔
九
月
号
の
当
選
者
〕

九
月
号
の
正
解
は
「
四
つ
」
｛
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
着
数
三

'５ﾖ、

○ 

京俣１Ｍ来四南俵正名

〃〃〃〃い'nＭ〃〃〃藤'<儒繍嬢中諮｜湖栄
は解

松松安安白『｜イヤ′ｌｆ化（ピ花｜ﾉ|芒佐佐藤醸高佐亦次者
々波のは

氷水江江築築１%〔原ｌﾉＬ１几ｔｌＬｌ朧藤藤原原嶋イ（江と＋
おノＬ

ﾄﾞ'１安敏修［｣１美真貞！〔騨有雅欄’｜）料
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呉一
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￥,<,ｘ・（‐年,ペ,ペ.やく《<･ベ』〈’やく,〈．\・ペロや
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<９月号の間違い個所＞
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◎
所
得
税
第
二
期
分
の
絃
灘
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

十
一
月
は
所
得
税
の
干
定
納
税
第

二
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
》
納

剛
は
１
｜
月
一
日
か
ら
ト
ー
Ⅱ
ニ
ト

Ⅱ
・
室
で
で
、
す
。

納
期
限
ま
て
に
納
税
さ
れ
な
い
場

合
は
、
小
脱
の
ば
か
に
、
未
納
と
左

知抓瀧い､
Ｆ写瓦

の知識
<根室税務署〉

鯛鱸鰈鰹な↓:増刊l;そ
りてけすに・すしおｊｉＬ三一い
、淵、力』よ農“て、ま％一る
上納つら而協二、所す－月税
変しい、てなの振得かの三甑

％r1iMM蔚臘鯏羅NLL崎
でまかの十ｒ［を税便意で日し
すう’）たる金利の利し延まて
。こ納めこ’ｌ」ｉＪｉｌｉｌ１なて瀧で年
と期のと噸す陛納〈税は－
も限手かかるか，税だが、｜几｜
なを数でらとあ方さ，汁年.


